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●見学会工学部ロハス建築

持続可能な自立共生空間の構築と
発展的コミュニティの形成
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産業革命を契機として急拡大した人類の産業と経済の活

動は,250年でエネルギーと鉱物の｢①資源枯渇｣と地球の
｢②環境破壊｣及び世界の｢③人口急増｣と｢④食糧危機｣を
もたらし,更に地球上の｢⑤生物種の激減｣をもたらしました。

①～⑤の問題に対応するためには,際限の無い大量消費の
物質文明が限界にきていること及び汚染の進んだ環境の中
での健康確保が困難であることを深く認識し,人類と生物種

思存続のための新たな生き方を構築しなければなりません。
L，そのために,工学部,生物資源科学部キャンパスでの実

証的研究テーマである持続可能で健康的な生活スタイル，
自立共生建築,エコハウス,エコビレッジ,エコロジカル.コミュ
ニテイ，オールタナテイブテクノロジー,口ハス工学,環境教

育,地域社会形成の産業と行政,をキーワーズとした講演と

討論を行います｡奮ってご参加下さい。
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②ライフサイエンスと地蔵医療産業創出へ尾股定夫(工学部
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【昼休み】／

ｐ国・見学会生物資源科学部ｷｬﾝバｽエコビレソジ(CNES）

、

村，Bio-City

マーク大使館，

|講演:第Z部(午後)Ｉ 【講演:第２部(午後)】
③デンマーワのエコロジカル芯地蔵づくLl政策

Ｉﾉﾝド震Zﾆﾗｯド(元デンマーケ大使館参事）
○キャンパスエコビレiソジと世界のエコビレッジ糸長浩司(生物資源科学部）
、葵国CAT迄自立共生建築と地域社会の形成
ピーダーハーパー(英国QenfeioforAIfemafiveTechnologV理事）

、日大工学部ロハスのこれまでとこれから 加藤康司(工学部）
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後援：

福島県郡山市市田村町徳定字中河原１

ＪＲ郡山駅一日本大学下車(日大行バス２０分）

☆参加はどなたでも可能です。両会場とも参加費は無料です。逐次通訳あり。

【参加申し込み方法】次の①～④の項目を明記の上，下記問合せ先にＦａｘまたはＥメールでお申込みください。
①件名「シンポジウム参加」，②氏名（所属），③連絡先（ＦａｘまたはＥメール），④参加会場（工学部参加，生物資源科学部
参加，両者の学部参加：いずれかを記載）
☆申込期限平成２２年２月１５日（月）
☆問合せ先日本大学工学部研究事務課〒963-8642郡山市田村町徳定字中河原１番
ＴＥＬ:O24-956-8648ＦＡＸ:O24-956-8878Ｅメール：

後援：日本建築家協会，日本機械学会，日本建築学会，農村計画学会，日本土木学会東北支部，デン爵
NPO法人ビーグツドカフェ，NPO法人パーマカルチャー・センター。ジャパン，郡山商エ会議所，
郡山地域テクノポリス推進機構，（財）農村開発企画委員会，福島県，藤沢市（予定），飯舘

日本大学学部連携シンポジウム


